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【神奈川県リハセンター就労支援担当者連絡会 

参加報告】 
 神奈川県リハセンター就労支援担当者連絡会に参加しました。2025 年７月 11 日、川崎市南

部リハビリテーションセンターにて開催され、「神奈川県リハセンター就労支援担当者連絡会」が

開催されました。連絡会は、年に２回、県内のリハセンター（神奈川リハビリテーション病院、

横浜市総合リハビリテーションセンター、川崎市北部、中部、南部リハビリテーションセンター）

の担当者が集まり、実績報告や事例紹介を通じて情報共有を行う貴重な機会です。今回は、各機

関からの報告に加えて、実際の支援をもとに、事例についてディスカッションを行い、支援方法

や介入の工夫について活発な意見交換がなされました。現場での課題や工夫を共有することで、

多くの気づきや学びを得ることができ、非常に有意義な時間となりました。 
今回の連絡会で得られた知識や情報を今後の臨床現場で活かし、より質の高い就労支援につな

げていきたいと考えています。                  （作業療法士 増子寿和） 

 

【日本職業リハビリテーション学会第 52 回兵庫大会
参加報告】 

 2025 年 8 月 22 日～８月 23 日までの２日間、日本職業リハビリテーション学会に参加しま

した。本大会は「インクルーシブな社会を目指すために～今一度、アセスメントの本質を問う～」

をテーマに掲げ、基礎講座やシンポジウム、ワークショップなどに参加しました。テーマにある

ように、アセスメントに原点回帰した発表が多く、クライエントの意向や特性を理解・整理した

うえで支援を行っていく必要性を改めて感じました。 

 また、基調シンポジウム「これからを切り拓くために-就労支援の歴史と知識の活用-」では、

就労支援や障害者雇用の歴史を振り返かえるとともに、どのようにして地域のネットワークや支

援体制が創られてきたのかを学ぶことができました。現在は就労支援システムが構築され、様々

なサービスの利用を検討できるようになりました。その一方で、支援者の軸やアセスメント力が

求められていることも課題であるという投げかけに、就労支援実践を次世代へつないでいく必要

性を感じました。 

 学会に参加し、職業リハビリテーションに関する知識を得ることができたとともに、今後の就

労支援の在り方について考える機会となりました。今回得た学びをこれからの支援に活かしてい

きたいと思います。 

（社会福祉士 畠山咲） 
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【両立支援コーディネーター養成基礎研修 参加報告】 

 令和７年度 両立支援コーディネーター養成基礎研修を受講しました。動画配信研修及び

WEB ライブ講習の２本立てで行われました。両立支援の必要性は、我が国の人口減少に伴い労

働力の確保が必要であり、そのために働き方改革の実行計画として「治療・子育て・介護等との

仕事の両立」が推進されるようになりました。2026 年 4 月 1 日より事業所における両立支援

は努力義務となります。 

両立支援コーディネーターは、支援対象者が治療と仕事を両立できるよう、それぞれの立場に

応じた支援の実施、両立支援にかかわる関係者との調整を行います。具体的には、継続的な相談

支援を行いつつ、対象者の同意を前提として、治療に関する情報や業務に関する情報などを得て、

支援対象者の治療や業務の状況に応じた必要な配慮等の情報を整理して本人に提供します。  

コーディネートに際して、本人の意思確認、申し出、同意、院内連携、医療機関以外への地域

連携に留意しながら進めていくことが必要であり、両立支援を理解してもらうことが重要である

と感じました。 

                       （作業療法士 奥山眞由美） 

【事例検討会】 

 今年度 6月より当院リハビリテーション科青木先生からの提案で職能科の

職員の新旧交代も進み、ケース事例を通して、引き継いでいくもの、新たに

変わっていくもの、今後の支援の在り方やより良い支援を目指すべく、職能

科としてこれまで行ってきた特に高次脳の方の支援事例を中心に事例検討会

を行っています。 

 入院から外来患者さんまで多くの患者様を支援しておりますが、特に外来の患者様の支援につ

いては、入院時は多くのリハビリテーション科担当者が関わっていたところから、職能のみが支

援を行う事が多くなり、大船から小舟に乗り換えた様な不安や緊張感も相まって支援をしていく

事も少なからずある状況です。まずは、この事例検討会を通して、一人一人の職員のスキルアッ

プ、科としての求められている支援の役割を共有し、お互いに高めあっていける機会に出来るよ

う青木先生のご指導を仰ぎながら継続出来ると良いと思っております。      

（社会福祉士 進藤育美） 

【研修会のお知らせ】 

「高次脳機能障がいセミナー実務編」 

開催日時：2025 年 12 月 13 日(土) 場所：神奈川工科大 IT エクステンションセンター 

当院ホームページよりお申込みください。 


